
令和４年度

第１回進路説明会

令和４年4月2６日(火)

高砂市立鹿島中学校
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１ 進路を考えるにあたって

（1）進路選択・決定でまず大切なこと

　　　①  自分の希望をはっきりさせる。

 　 　②　自分の興味・関心、能力・適性、家庭事情を考慮し、保護者や担任と

　　　　　よく相談しておく。

　　  ③　学校からの進路に関する情報によく注意し、確実に把握しておく。

　　　④　しっかりと自分の実力を養成しておく。

  進路選択は中学３年生になると、避けては通ることができないものです。そして、生まれて初
めて体験する人生の試練とも言えるものです。その大切な節目に本人がしなければいけないこと
は何か、保護者としてやれることは何か、そんな疑問への解答が、少しでも見つかれば…という
意図でこの冊子を作成しました。

　中学３年生の分岐点でどの道を選ぶかによって、これからの自分の人生が大きく変わる可能性
を秘めています。『進路は自分で切りひらくもの』もちろんそうですが、そのために【今・何
を・どうしたらいいのか】その答えを見つけて下さい。

  いろいろな進路がありますが、中学を卒業して就職するか、高校、大学を終えてから就職する
かの違いはあっても、だれもがやがては社会に出て自分の生活を支えていかなければなりませ
ん。そこで、自分が将来つきたい職業・目標を考えながら”自分の道を自分の手で”という気持
ちを持って、自分自身で納得のできる進路を選択し、人生の新しいスタート台にしてほしいと思
います。

　進路の最終決定は１２月～１月です。その時になってあわてないようにしなければなりませ
ん。

将来の

自分の興味・関心

適正・能力に合う

自分の意志で

納得できる
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（2）進路選択のめやす

（3）実力養成と生活態度確立の年

①　積極的な学習態度で真の学力を身につけよう。

②　提出物・宿題、学習用具を忘れないように。

　　（期限厳守、配布物も同様）

③　集団生活（社会）のルールを守ろう。

④　服装、態度、言葉づかい、あいさつ等に気をつけよう。

⑤　担任との信頼関係を築こう。

⑥　届け出（欠席・早退・遅刻、外出等）を確実にしよう。

    

    学習について

  　①  授業を大切にして、宿題をきちんとする。

  　②　家庭学習の習慣を身につけ、計画的な学習に取り組む。

  　③　文章を読み読解力を身につけると共に、文章で表現する習慣をつける。

　これらのことは、１ヶ月や２ヶ月でできるものではありません。日頃の前向きな考え方や地道
な努力が必要になってきます。つまり今から始めないと、手遅れになるということです。

　進路決定のハードルとして、たいてい試験があります。それを乗りこえるためには単に学力だ
けでなく、それも含めた人間としての実力を身につける必要があります。しかし、やむを得ず中
途で進路を変更せざるを得なくなった例も数多くあります。以下の点に十分留意して、自分の進
路希望を実現、達成できる力を養ってください。

社 会（職 業）

各種学校 短大・大学

高 専高 校

中 学 校
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２ 就職を希望する人へ

　　①  自分の性格、能力、体力などに合っているか。

　　②  自分の職業的な関心や興味などに合っているか。

　　③  自分の希望や保護者の考えに合っているか。

　　④  給与、就業時間、通勤時間、休日、業務規定などはどうか。

　　⑤  その他、どんな資格が必要か、定時制高校への通学は可能か。

などが考えられます。保護者や担任ともよく話し合っておきましょう。

（1）求人情報

  就職希望者に、職業安定所より１２月頃配布

【内容】

  求人社名、所在地、営業（生産品)名、会社規模、求人数、職種、給与

　休日、仕事の内容、就業時間、加入保険、定時制通学の可否、福利厚生等

（2）就職相談

（3）最近の状況

  多くの職業の中から自分を生かし、生活を支えていく職業を選ぶためにはさまざまな観点から
考えてみる必要があります。

　就職相談は、生徒、保護者、担任教師、ハローワークの四者で懇談をし、受験事業所を決
定します。なお、それまでに求人情報で十分検討し保護者や担任と相談しておく必要があり
ます。

　中学校卒業生の就職先はずいぶん減少しています。希望する職種に就くためには、意思表
示を早くして、強い意志を持って面接の練習に取り組むなどの努力が大切です。
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３ 高等専修学校を希望する人へ

４ 進学を希望する人へ

（1）  公立高校の入試について

①

◇

ただし、第３学区と姫路市の複数志願は完全に分離しなければなりません。

例 「第１志望：第３学区から」、「第２志望：姫路市から」という志願はできません。

「第１志望：姫路市から」、「第２志望：第３学区から」という志願はできません。

②

課　程　別

    全日制課程・定時制課程・多部制課程・通信制課程

第３学区：加古川市、加古郡（稲美町・播磨町）、高砂市、明石市、西脇市、三木市、
小野市、加西市、加東市、多可郡

商業、工業、農業、水産、看護、家庭に関する学科は学区制がなく、県内のどの県立高校で
も受検できます。

公立高校の設置学科

※　専門学校への進学は、次第に高校卒業以上の資格が求められるようになってきています。
　　専門学校への進路を希望される場合には、その学校の要項をよく調べ、疑問点は担任に
　　ご質問下さい。

※  専門学校は、多くの種類があります。一般に、年間にかかる費用は、私立高等学校に進学
　　したときに必要な経費と同じぐらいです。

学区制

普通科・総合学科については、第３学区・隣接区域(姫路市）内の高校を複数志願受検する
ことができます。

「専修学校」は教育基本法に定められた「学校」です。一般的には高等学校卒業者を対象とした
ものが「専門学校（専門課程）」、中学校卒業者を対象としたものが「高等専修学校（高等課
程）」になります。ただし、一つの学校の中に高等課程と専門課程の両方を設置しているため、
中学卒業者が入学できる専門学校もあります。
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学　科　別

　 ○普 通 科

      　・普通科（学年制）

      　・普通科（単位制）････姫路東，尼崎稲園，北須磨，三田祥雲館

 　　加古川北など

 　○専門教育を主とする学科

◎農業に関する学科

　　   　　 農業科・農業経営科・園芸科・畜産科・動物科学科・造園科・

　　　　　　食品科学科・農業環境工学科・生物工学科・その他

◎水産に関する学科      海洋科学科

◎工業に関する学科

◎商業に関する学科

            商業科・情報科学科・情報科・情報処理科・会計科　その他

◎家庭に関する学科

            生活文化科・家政科　その他

◎福祉に関する学科      福祉科・総合福祉科

◎看護に関する学科      看護科（５年一貫）

        

   ○総合学科 （単位制・多彩な専門科目）……加古川南、明石南など

◎理数・体育・国際・国際文化・国際人間・サイエンスリサーチ・美術
　音楽・演劇・グローバルサイエンス・環境防災に関する学科など

　　　　  　機械科・電気科・土木科・建築科・工業化学科・溶接科・電子科・
　　　　　　デザイン科・電子機械科　その他
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（2）本校から受検できる公立高校

   ◎普　通　科……第３学区　または　隣接区域(姫路市)

 　  普通科単位制課程……加古川北、北須磨，姫路東など  ※50％推薦入試

◎定員の５０％が推薦入試で実施される高等学校   

【職業に関する学科】

　商　業　科……松陽、姫路商業など県内の県立商業高校

　農  業  科……県立農業、播磨農業など 県内農業高校

　工　業　科……東播工業、飾磨工業、姫路工業、西脇工業、

　　　　　　　　兵庫工業、市神戸科技 など 県内工業高校

　生活文化科……松陽        　　　　　　　　  　

　海洋科学科……香住

◎定員の１００％推薦入試が実施される高等学校

【専門学科】

　体　育　科 …… 社，市尼崎 　環境防災科 …… 舞子

  福　祉　科 …… 日高   総合理学科 …… 神戸

　サイエンスリサーチ科 …… 尼崎小田   理　数　科 …… 加古川東

  国　際　科 …… 市葺合，国際

　国際人間科 …… 明石西

　国際文化科 …… 市琴丘

　美　術　科 …… 明石

　音　楽　科 …… 西宮

　演　劇　科 …… 宝塚北

【職業に関する学科】

　電子機械科 …… 姫路工業

  情報科学科 …… 姫路商業     　

  情　報　科 …… 神戸商業 　

  会　計　科 …… 神戸商業

  看　護　科 …… 龍野北、日高
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◎総合科学科……県立大学附属（併設型中高一貫教育校）

◎総合学科……加古川南　50％推薦入試 ＋ 一般入試　

　　　　　　　第３学区・隣接区域以外の総合学科は、推薦入試（50%を募集）のみ受検可

　　　　　推薦入試の機会は、２月中旬の１度になっています。

　◎定 時 制

 普　通　科……県立松陽，　県立農業（普通科），県立錦城（明石市），

              県立姫路北（単位制）　その他　

 工　業　科……県立小野工業，　県立神戸工業　その他

 商　業　科……県立長田商業　

　◎多 部 制     単位制……  西宮香風（１部・２部・３部）

                            西脇北  （１部・２部・３部）

                            飾磨工業（１部・２部・３部）

                            阪神昆陽（１部・２部・３部）

　◎通 信 制

普　通　科……青雲（神戸）・網干（姫路）　　　　　　　　　　　　　

　◎高等専門学校

国立明石工業・神戸市立工業・その他　　　　　　　　

 ＊　高専にも推薦入試制度があります。  

（3）　推薦入試について

① 面接、作文が重視されます。

（100％推薦の学校については適性検査が実施される場合が多い）

②

  なお、高校、高専等は、夏休みを利用したり２学期にオープンハイスクールが実施されて
います。その学校に体験入学したからといって、受検しなければいけないということではあ
りません。

推薦の希望があった生徒について、中学校に設置される推薦委員会で検討の上、推薦の
可否を決めます。

  推薦入試だけでなく、入試にはその生徒がまじめに努力できるかが大きなポイントになり
ます。また、せっかく高校に合格しながら退学してしまう生徒の多くは、高校生という立場
に対する考え方の甘さや、校則を守れないという生活態度に由来する場合が多いようです。
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（4）公立高校の学力検査・合否判定について

　　②　調査書の記載内容 

　    ・１，２年生の成績

　　　　絶対評価（５段階）

　　  ・３年生の成績

　　　　絶対評価（５段階）

      ・出欠の記録

      ・特別活動等（部活動を含む）の記録　　　※１・２年次の成績は参考資料

　合否の判定は、調査書（学習評定その他）及び学力検査の総合評価によって行われます。

例 国 社 数 理 英 音 美 体 技

4 4 5 5 4 3 3 3 3

国 社 数 理 英 音 美 体 技

3 3 3 3 3 5 5 5 4B君
合計 評定合計

34 202.5

（3+3+3+3+3)×4+(5+5+5+4)×7.5=202.5

34

（4+4+5+5+4)×4+(3+3+3+3)×7.5=178

A君

各教科５点満点でそれが
７.５倍される
５×４×７.５
＝１５０点満点

各教科５点満点でそれが
４倍される
５×５×４

＝１００点満点

合計 評定合計

178

　　①　学力検査は、国語・社会・数学・理科・英語（リスニング１０分程度）の５教科が
　　　　実施されます。（各５０分で各１００点満点）

 合否判定

（絶対評価）

学習評定

学力検査

国・社・数・理・英 音・美・保体・技家 合計 総合計

各教科１００点満点
（１００×５）×0.5

＝２５０点満点
なし

２５０
点

５００
点

２５０
点

 学力検査と調査書
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（５）複数志願選抜及び特色選抜について

１　趣旨

２　複数志願選抜について

　　①対象となる学校

第３学区、隣接区域（姫路市）の公立高等学校  全日制課程普通科、総合学科の高校

　　②対象とならない学校

職業科・・・・・東播工業、県農、松陽（生活文化・商業）  など

　　③第１志望加算点（学区で異なる。第３学区は２５点、隣接区域３０点）

（例）

第１志望　高砂　  　　　　          第２志望　高砂南

　④志願パターン

①第１志望校のみ

②第１志望校＋第２志望校

　生徒がそれぞれの学校の特色や自分の適性・進路希望等に応じて「学びたいことが学べる学
校」が選択できるよう、単独選抜と総合選抜の長所を取り入れ複数校を志願できる「複数志願選
抜」と、各学校がその特色ある教育内容に即して、生徒の多様な個性や優れた点と合わせて特別
活動や学校外での活動なども評価する「特色選抜」を、平成１７年度の受検生より導入していま
す。

第１志望を優先するため、第１志望校には２５または３０点 の加算点を加

えて合否判定を行います。

調査書

学力検査

調査書

学力検査

加算点

第２志望校に合格した場合の入学辞退はできません

不合格
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⑤志願変更

①複数志願を実施しない学校 複数志願を実施しない学校

②複数志願を実施する学校 複数志願を実施しない学校

③複数志願を実施しない学科 同一校内の複数志願校

④複数志願校の第二志望校の変更

複数志願を実施する第１志望校 複数志願を実施する学校

第３学区の複数志願選抜実施校　 姫路市の複数志願選抜実施校  

姫路市の複数志願選抜実施校  第３学区の複数志願選抜実施校　

複数志願を実施しない学校 複数志願を実施する学校

３　特色選抜について

　　①実施校

複数志願選抜を実施する学校のうち、普通科のコース等を持たない学校で実施できる。

加古川西、高砂、高砂南、松陽、東播磨、播磨南、明石、明石西、明石清水、

西脇、三木北、吉川、社、多可、姫路南、姫路別所、網干、夢前、家島

　　②募集定員

募集定員の２０％以内（最大４０人）

　　③検　査

面接　＋（小論文＋実技検査など）

　　④実施時期

推薦入試の日程と同じ

志願変更できないパターン

複数志願校
高砂

高砂南
松陽（普通）
加古川西
加古川東

など

職業科
東播工業
県立農業

など

志願変更できるパターン
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Q1志願校を、願書にどのように記載するのですか？

A1 第１志望校、第２志望校の学校名を記入します。

（6）  私立高校の入試について

  　・県内私立高校の入試はすべて同じ日に行われます。

  　・試験科目は、主に国語・数学・英語の３教科です。

  　・多くの学校で面接を重視しています。

    ・専願では併願（公立との）より有利になる高校が多いです。

 （7）　本校からの受験者が比較的多い私立高校

【兵　庫　県　内】

　《男 子 校》

村野工業・滝川・その他

　《女 子 校》

　《共 学 校》

市川・東洋大附属姫路・滝川第二・須磨学園・神戸龍谷・神戸星城

Q2推薦入試や特色選抜で不合格になった場合、複数志願選抜では同じ学校に　 再度出願
することはできますか。その際に第１志望加算点はもらえますか。

A2 複数志願選抜の時に、推薦入試や特色選抜で不合格になった学校に再度出願するこ
とができます。その際、第１志望校には第１志望加算点が加算されます。もちろん、推
薦入試や特色選抜で不合格になった学校と別の学校に、複数志願選抜で受検することも
可能です。

  　・私立高校の２次（後期）募集は、どこも募集人数が少なく、あまり期待できません。
　　　また、後期募集のない学校もあります。

姫路女学院・兵庫大学附属須磨ノ浦・神戸常盤女子・神戸国際
神戸山手女子・武庫川女子大学附属　その他

神港学園・神戸第一・神戸学院大附属・神戸野田・育英・神戸国際大附属
日ノ本学園・啓明・夙川学院　その他
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５ 　令和３年度   第３学年年間行事予定

第1回修学旅行・進路説明会 第1回実力テスト 家庭訪問

第1回進路希望調査

修学旅行

第2回実力テスト 市総体

第2回進路希望調査 期末考査 1学期終業式

第1回個別懇談会

オープンハイスクール 第3回実力テスト 2学期始業式

公立高等学校体験入学

体育大会

第3回進路希望調査

私立高校入試説明会 中間考査 文化祭

第4回実力テスト

第３学区オープンハイスクール 第5回実力テスト

第2回進路説明会

第4回進路希望調査 期末考査

第2回個別懇談会

※ 私立高校・高専・公立推薦

特色選抜　受検校決定 2学期終業式

第3回個別懇談会 ◎就職相談 第6回実力テスト 3学期始業式

※ 公立高校　受検校決定

○県外私立高校入試

○県内私立高校出願

○高専推薦入試

○私立高校入試

○高専一般入試 学年末考査

○公立推薦・特色選抜入試

●就職一斉選考

公立一般出願

公立一般志願変更

○公立一般入試

○私立高校後期入試 卒業式

定時制再募集
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６ １年間の流れ ［進路の年間計画と合わせて考えよう］
【目標・内容】  【学校生活】

【 ４月～５月 】            

   (1) ３年生としての自覚を持つ ・先輩や友人との情報交換

      （自分の将来を真剣に考える） ・保護者との共通理解 

   (2) 確実な学力が必要であることを認識する

   (3) 毎日の授業を中心とした継続的学習の確立

【 ５月～７月 】

   (4) 希望実現のためどうすればよいか ・先輩や友人との情報交換

   (5) 進路について知る（情報収集） ・担任や保護者との話合い

   (6) 将来性について知る ・学年集会、進路の学活

 （例：高校卒業→どんな大学or専門学校or職業) ・定期、臨時の進路相談  

【 ８月 】                                            

   (7) 夏休みに向けて学習の意識をもつ  ・学活  ◎三者面談

     （国語、数学、英語の基礎学力の充実）  ［具体的な目標と

   何を頑張るかを決める］

【 ９月～１２月 】

   (8) ２学期の自覚を持つ  ・学年集会  進路の学活  

 ★進路説明会

・ 定期、臨時の進路相談

 ◎三者面談

   (9) 具体的目標の設定・冬休みの計画

  (10) 進路情報の収集・進路決定

【 １月～３月 】

   (11)  ３学期の自覚を持つ  ・担任や保護者との話合い

 ・学年集会  進路の学活

 ・特別補充学習

   (12)  基礎学力の確認、応用力の充実

   (13)  入試、面接の準備

   (14)  就職相談会

   (15)  就職一斉選考の準備
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